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昨
年
を
振
り
返
っ
て

　　

昨
年
は
大
き
な
災
害
も
な
く
、

本
村
は
比
較
的
安
泰
な
年
で
あ

り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
熊
本
で
は

大
震
災
か
ら
２
年
９
ヶ
月
を
経

過
し
て
お
り
ま
す
が
、
未
だ
に
、

仮
設
住
宅
で
の
元
旦
を
迎
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
家
族
や
、
イ

ン
フ
ラ
の
整
備
復
旧
が
完
成
し

て
い
な
い
地
域
も
ご
ざ
い
ま
す
。

　

以
前
は
「
災
害
は
忘
れ
た
頃

に
や
っ
て
来
る
」
と
言
わ
れ
て

お
り
ま
し
た
が
、
近
年
で
は
「
災

害
は
頻
繁
に
や
っ
て
来
る
」
と

言
わ
れ
る
よ
う
に
、
自
然
災
害

が
多
発
し
て
お
り
ま
す
。
本
村

で
は
治
山
や
砂
防
事
業
の
推
進
、

通
信
手
段
の
確
保
の
た
め
、
防

災
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
整
備
や

携
帯
電
話
通
話
エ
リ
ア
の
拡
大

に
取
り
組
み
、
災
害
備
蓄
倉
庫

の
整
備
も
順
次
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
村
民
の
中
に
は
、
台

風
の
影
響
や
梅
雨
前
線
に
よ
り

ま
す
警
報
発
令
時
に
、
自
主
的

な
避
難
を
行
っ
て
頂
い
て
お
り
、

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
の
主
な
事
業
で

は
、
村
道
改
築
や
林
道
開
設
等

を
図
り
道
路
網
の
整
備
に
努
め
、

ま
た
、
宮
園
大
イ
チ
ョ
ウ
周
辺

の
整
備
も
完
了
し
て
お
り
ま
す
。

県
で
は
、
国
道
４
４
５
号
九
折

瀬
地
区
の
改
良
事
業
や
治
山
事

業
を
進
め
、
国
交
省
で
は
砂
防

事
業
の
促
進
を
図
っ
て
頂
い
て

お
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
各
地
で
は
夏
祭

り
等
が
開
催
さ
れ
、
宮
園
地
区

で
は
地
区
の
皆
様
の
協
力
を
得

て
、
林
間
学
校
が
開
催
さ
れ
る

な
ど
、
活
発
な
活
動
が
な
さ

れ
て
お
り
ま
す
し
、
そ
の
ほ
か
、

各
グ
ル
ー
プ
で
は
フ
ッ
ト
パ
ス

の
実
施
や
他
町
村
と
の
交
流
等

が
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
基
盤
整
備
事
業
の
推
進

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
県
が
施

工
し
て
お
り
ま
す
国
道
４
４
５

号
九
折
瀬
地
区
の
改
良
は
、
下

流
側
橋
梁
（
延
長
１
０
５
メ
ー

ト
ル
）
上
部
工
の
請
負
契
約
の

締
結
が
な
さ
れ
、
順
調
に
進
み

ま
す
と
32

年
11

月
頃
の
完
成
と

な
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

　

県
に
施
行
を
委
託
し
て
お

り
ま
す
村
道
神
屋
敷
線
（
左
岸

側
）
は
現
在
、
橋
梁
の
整
備
な

ど
を
行
っ
て
お
り
、
32

年
度
予

算
で
は
完
成
す
る
見
込
み
で

あ
り
ま
す
。

　

県
営
事
業
で
施
工
し
て
お
り

ま
す
林
道
瀬
目
下
谷
線
開
設
事

業
は
継
続
し
て
実
施
さ
れ
、
村

が
開
設
事
業
を
進
め
て
お
り
ま

し
た
林
道
八
重
線
は
30

年
に
完

成
す
る
見
込
み
で
あ
り
、
31

年

早
々
に
供
用
開
始
で
き
る
見
込

み
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
村
道
の
改
良
や

路
面
補
修
、
法
面
の
安
全
対
策

を
進
め
ま
す
。

　

現
在
進
め
て
お
り
ま
す
防

災
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
整
備

は
31

年
で
終
了
予
定
で
あ
り
、

良
質
な
放
送
伝
達
が
可
能
と

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
水
没
予
定
地
東
部
エ

リ
ア
で
進
め
て
お
り
ま
す
コ

テ
ー
ジ
整
備
は
31

年
２
月
に
完

成
し
、
４
月
か
ら
の
営
業
を
目

指
し
て
お
り
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と

　
　
五
木
村
づ
く
り
計
画

　

ふ
る
さ
と
五
木
村
づ
く
り
計

画
は
、
川
辺
川
ダ
ム
建
設
の
中

止
表
明
を
受
け
、
ソ
フ
ト
事
業

（
子
育
て
支
援
・
移
住
定
住
・

観
光
振
興
・
商
工
業
振
興
等
）

を
10

年
間
の
事
業
と
し
て
実
施

し
て
き
て
お
り
、
平
成
30

年
度

に
て
終
了
す
る
予
定
で
あ
り
ま

し
た
が
、
そ
の
成
果
が
十
分
に

発
揮
で
き
て
い
な
い
こ
と
や
、

31

年
度
か
ら
新
た
に
始
ま
り
ま

す
村
の
総
合
振
興
計
画
・
基
本

構
想
の
実
現
を
図
る
た
め
、
内

容
の
重
点
化
や
変
更
・
見
直
し

を
致
し
な
が
ら
、
31

年
度
も
実

施
致
す
予
定
で
あ
り
ま
す
。

　
林
業
へ
の
取
り
組
み

　

戦
後
植
栽
さ
れ
た
森
林
の
伐

採
が
増
え
る
中
、
国
内
の
木
材

皆
様
に
は
、

ご
家
族
お
そ
ろ
い
で

新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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需
要
は
減
少
傾
向
で
は
あ
り
ま

す
が
、
外
国
へ
の
木
材
輸
出
な

ど
か
ら
、
木
材
搬
出
量
は
増

加
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。
反

面
、
全
伐
が
進
む
こ
と
に
よ
る

再
造
林
へ
の
課
題
が
浮
き
彫
り

に
な
っ
て
お
り
、
本
村
で
は
引

き
続
き
再
造
林
へ
の
助
成
を
継

続
し
対
策
を
講
じ
て
参
り
ま
す
。

　

更
に
、
来
年
度
か
ら
は
森
林

経
営
管
理
法
が
施
行
さ
れ
、
所

有
者
に
よ
る
適
正
な
管
理
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
管
理
放
棄
林
等

に
つ
い
て
は
一
定
の
条
件
の
も

と
行
政
が
経
営
管
理
を
行
う
こ

と
も
あ
る
た
め
、
森
林
所
有
者

の
森
林
経
営
に
対
す
る
意
向
調

査
や
施
行
計
画
策
定
等
を
、
平

成
31

年
度
か
ら
取
り
組
み
始
め

ま
す
。

　

再
造
林
や
適
正
な
森
林
管
理

に
は
林
業
従
事
者
の
確
保
、
育

成
が
不
可
欠
で
あ
り
、
本
村
に

お
い
て
も
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、

平
成
31

年
4

月
か
ら
「
く
ま
も

と
林
業
大
学
校
」
の
県
南
校
が

本
村
を
拠
点
に
開
校
さ
れ
る
こ

と
が
決
定
さ
れ
、
生
徒
を
募
集

し
て
お
り
ま
す
。
本
村
と
し
て

も
生
徒
の
確
保
に
努
め
、
1

人

で
も
多
く
の
卒
業
生
が
村
内
事

業
体
へ
就
業
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
29

年
度
に
設
立

し
ま
し
た
「
五
木
村
山
村
活
性

化
協
議
会
」
が
行
っ
て
お
り
ま

す
産
直
住
宅
（
五
木
源
住
宅
）

に
つ
い
て
は
、
更
な
る
普
及
・

啓
発
に
努
め
、
木
材
へ
の
利
活

用
を
進
め
ま
す
。

　

平
成
31

年
度
か
ら
は
森
林
環

境
譲
与
税
が
交
付
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
、
本
村
に
お
い
て
も
、

こ
の
税
を
活
用
し
適
正
な
森
林

の
管
理
、
林
業
の
振
興
に
役
立

て
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
結
び
に

　

平
成
の
元
号
は
４
月
を
も
っ

て
終
わ
り
、
５
月
か
ら
新
た
な

元
号
に
変
わ
る
節
目
の
年
で
あ

り
ま
す
。

　

本
村
も
少
子
高
齢
化
対
策
等

の
諸
問
題
が
山
積
致
し
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
解
決
に
向
け
、

村
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今

年
も
村
・
地
域
が
安
泰
で
皆
様

に
と
り
ま
し
て
健
康
で
幸
多
い

１
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
念
願
し
、

年
頭
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。　

五
木
村
長　

和
田
拓
也
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むらのできごと

の
ご
厚
意
で
8

月
ま
で
の
半

年
間
は
モ
デ
ル
住
宅
と
し
て

被
災
さ
れ
た
方
々
へ
の
展
示

会
や
勉
強
会
な
ど
五
木
源
住

宅
の
Ｐ
Ｒ
活
用
に
利
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
は

西
原
村
の
公
共
施
設
と
し
て

活
用
い
た
だ
き
ま
す
。

２
０
１
９
年
全
国
高
校
総

体
活
動
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
五

木
分
校
の
作
品
が
採
用
！

　

２
０
１
９
年
夏
に
熊
本
県
内

な
ど
で
開
催
さ
れ
る
、
全
国
高

校
総
体
（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）
の
高

校
生
活
動
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
人

吉
高
校
五
木
分
校
の
『
光
る
汗

　

さ
さ
え
る
汗
の　

交
響
曲

（
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
）
』
が
採
用
さ

れ
ま
し
た
。

　

全
校
生
徒
が
出
し
合
っ
た
意

見
を
基
に
、
教
職
員
と
一
緒
に

つ
く
り
上
げ
た
作
品
で
、
今
後

全
国
各
地
で
披
露
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

五
木
村
に
お
い
て
も
、
分
校

入
口
に
採
用
決
定
の
看
板
を
設

置
し
て
、
快
挙
を
Ｐ
Ｒ
す
る
予

定
で
す
。

移
住
者
向
け
の
お
試
し
住

宅
に
入
居
開
始

　

五
木
村
へ
の
移
住
を
促
進
す

る
た
め
、
旧
林
業
セ
ン
タ
ー
を

改
修
し
短
期
住
宅
施
設
を
整
備

し
ま
し
た
。
居
住
施
設
は
単
身

用
3

部
屋
、
家
族
用
3

部
屋
で

3

月
か
ら
入
居
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
。コ

イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
を
温

泉
セ
ン
タ
ー
に
設
置

　

衣
替
え
等
に
よ
り
需
要
が
あ

る
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
の
設
備

要
望
を
受
け
、
温
泉
セ
ン
タ
ー

内
に
洗
濯
機
２
基
、
乾
燥
機
３

基
を
設
置
し
、
６
月
８
日
よ
り

運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

五
木
源
住
宅
復
興
モ
デ
ル

住
宅
が
西
原
村
に
落
成

　

熊
本
地
震
で
被
災
し
た
、
西

原
村
に
五
木
村
の
葉
枯
ら
し
乾

燥
材
を
使
っ
た
「
五
木
源
住
宅

復
興
モ
デ
ル
住
宅
」
が
完
成
し

2

月
26

日
に
落
成
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

完
成
し
た
住
宅
は
西
原
村

「
く
ま
も
と
林
業
大
学
校
」

県
南
校
の
拠
点
を
五
木
村

に
決
定

　

林
業
先
進
県
の
熊
本
県
で
は
、

林
業
技
術
を
備
え
た
人
材
や
林

業
経
営
者
、
次
世
代
を
リ
ー
ド

す
る
林
業
の
担
い
手
の
育
成
、

確
保
を
図
る
た
め
「
く
ま
も
と

林
業
大
学
校
」
を
平
成
31

年
4

月
に
開
校
し
、
県
北
校
の
拠
点

を
熊
本
市
の
熊
本
県
林
業
研
究

指
導
所
に
、
県
南
校
の
拠
点
を

五
木
村
役
場
と
す
る
こ
と
を
決

定
し
ま
し
た
。
12

月
17

日
に
は
、

県
庁
で
蒲
島
知
事
と
和
田
村
長

に
よ
る
「
大
学
校
運
営
に
関
す

る
協
定
」
が
締
結
さ
れ
、
現
在
生

徒
の
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

  
二
〇
一
八
年

五
木
村 
５
大
ニ
ュ
ー
ス

二
〇
一
八
年
「
広
報
五
木
」
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
を

紹
介
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
選
ん
だ
五
木
村
５
大

ニ
ュ
ー
ス
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

１

４ ２３

５

移住者向けのお試し住宅

くまもと林業大学校　調印式
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♪川田金太郎さん♪
人権ふれあいコンサート♪

ふれあい交流体験活動

　11月18日、五木中学校の文化祭

が体育館で開催されました。美術作

品や書写などすばらしい展示で、来

場者の皆さんもその高度な作品に熱

心に見入っておられました。

　ステージ発表では各学年による

英語暗唱発表、総合学習で学んだ地

域の素材を活かした劇発表など、生

徒の成長を伺える文化祭で、全員が

テーマの「壁を突破し　いざ進め」を

達成したようです。

　「きらきら笑顔　つながる思い　かがやけ五木東」をテーマに、11 月 25 日に五木東小学校体育館にて五

木源ふれあいフェスティバルが開催されました。それぞれの学年による工夫を凝らした学習発表や全校児童

による合唱のほか、エイサーや和太鼓も披露されました。

　午後からは、『万年青春フォークシンガー　川田金太郎』

さんによる “ ラブ＆リスペクト ” と題した人権ふれあい

コンサートが開催されました。

　自身の経験を活かした「人生って楽しい」と思わせる

トークや、「心に響く」歌声で来場者もやさしさと思いや

りに包まれていました。

　午後からは、学校地域づくり

協議会及び、東分館の協力のも

と、ふれあい交流体験活動を行

い、低学年は巣箱つくり、高学

年はドリルを使った竹とうろう

つくりに挑戦しました。保護者

や兄弟に手伝ってもらい、見事

な作品が完成しました。

各学年工夫をこらした発表

児童全員による合唱

きれいな竹あかりが完成しました

すばらしい手つきで琴の演奏

昔の五木村にタイムスリップ！

ドリルで竹に穴をあけて

全校生徒と一緒に「ふるさと」を合唱

『壁を突破し　いざ進め』五木中学校文化祭

五木源ふれあいフェスティバル
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むらのできごと

社協でチャリティー演芸会

～美味しい料理を囲んで異文化コミュニケーション～

五木タイ 食の交流パーティ

　12 月 1 日、地域福祉の増進を目的とした社協

主催のチャリティー演芸会が保健センターで開催

されました。

　村内外の個人や団体 12 組が出演して踊りなど

を披露し、観覧者を大いに楽しませていました。

　なお、会場に来られた方々から 100 円以上の寄

付をいただき、集まった寄付金 56,021 円は全額

熊本県共同募金会に送られました。

　11月 28 日、宮園のお宿で「五木タイ食の交流パー

ティ」が開催され、自然体験文化ツアーで、五木村に

訪れていたタイ人女性グループとの食の交流会が行わ

れました。

　タイの皆さんは、ラープ（豚肉を使ったサラダ）、パッ

タイ（タイ風やきそば）、グリーンカレー、バタフライピー

（ハーブティー）などを提供しました。独特の調味料や

香辛料での味付けで参加者からは「美味しい」と好評

でした。また、村民の皆さんも、五木の食材を使って

様々な料理を提供し、タイの皆さんに食べてもらいま

した。

　会場では様々な種類の料理が出され、村民や来場

の皆さんも英語で話されたりと、終始笑いや賑わいが

絶えない交流会となりました。

　タイの皆さんは、五木村滞在中、ゆずマーマレード

づくり体験、平瀬での縁側カフェ、大滝ウォーキング

などを楽しまれ、自然豊かな五木村を大変気に入り、

また是非訪れたいとのことでした。

笑顔の素敵な皆さんソムタム（タイ風サラダ） トムヤムスープ（ピリ辛スープ）

グリーンカレー（ココナッツ入りカレー） タイ風焼きそば（パッタイ）

とても楽しいひと時でした

熱心に聞き入る参加者

　12月11日、保健センタ－調理室にて、農林水産物

協議会主催による第３回農林水産加工セミナーが開

催されました。今回は、とれたてのくねぶを丸ごと

使ったピューレ作りと、ピューレを使ったチーズケーキ

と鶏のくねぶ風味焼きの調理実習が（有）職彩工房た

くみ代表の尾崎正利先生の指導のもと行われました。

　当日は、13名の参加があり、講師の熱心な指導を

受けながら楽しく調理が行われました。参加者から

は、「勉強になった」「早速家で作ってみたい」などの意

見が寄せられ、好評のセミナーとなりました。

くねぶと地域産物を活かした

第3回農林水産加工セミナー

6広報いつき１月号2019.1



熊本県スポーツ推進委員
功労者表彰

消防団非常招集訓練

　11 月 10 日・11 日に人吉市で熊本県スポーツ

推進委員研修大会が開催され、熊本県スポーツ推

進委員功労者表彰の伝達が行われました。本村か

ら、井元淳氏（高野地区）が受賞されました。こ

れは、スポーツ推進委員として地域スポーツの推

進に尽力された功績により受賞されたものです。

今後一層のご活躍をお祈りいたします。

訓練の様子

　年末を迎え火災予防の一環として消防団非常召集

訓練が、11月 26 日に行われました。

　火元を想定し、河川に設置したポンプから中継ポ

ンプに接続して消火を行う訓練でしたが、消防署北

分署の指導を仰ぎながら迅速な消火を行うことが出

来ました。

　また、今後は年末の夜警等を通し、五木村から一

切の火災を起こさないよう再確認も行われました。

熊本県功労者表彰

勤労感謝の日に
保育所園児からのプレゼント

保育所でお遊戯会

　11月23日の勤労感謝の日を前にして、11月19日、

中央保育所の園児の皆さんが村内事業所を訪問しま

した。役場では、「おしごとおつかれさまです。がんばっ

てください。」と元気な声で、手作りのプレゼントを

贈ってくれました。

　12月8日、五木村中央保育所ホールでお遊戯会が

行われ、園児たちのかわいい踊りや歌などが披露さ

れました。

　職員手作りのきらびやかな衣装に身を包んだ園児

たちがステージに登場すると、観覧席から大きな拍手

と歓声が上がっていました。最初は園児も緊張のた

めか少し固い表情で、中には、たくさんの観客にびっ

くりしてステージ横に隠れてしまう子もいましたが、演

目が進むと檀上から笑顔で保護者に手を振る余裕が

出るようになり、日ごろの練習の成果を十分に発揮で

きたお遊戯会となりました。

プレゼントを渡した園児たち

緊張した面持ち…

一生懸命頑張りました

7 Itsuki Village Public Relations   2019.1



むらのできごと

生涯学習の生徒さんの作品です

書
道
教
室
・
ク
イ
リ
ン
グ
教
室
を
行
い
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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保健だより １月号

げんぞう会や脳いきいき教室のお問い合わせ先：保健福祉課　TEL 37 － 2214、IP：2214

１月のげんぞう会の日程表
場　所 宮　園 三　浦 頭　地 小　鶴

期　日
15日（火）  8日（火） 17日（木） 10日（木）

29日（火） 22日（火） 31日（木） 24日（木）

時　間 開始時間　：　午前10：00　（ 9：30から受付開始 ）

場　所 平沢津 下梶原 瀬　目 平　瀬

期　日
15日（火）  8日（火） 17日（木） 10日（木）

29日（火） 22日（火） 31日（木） 24日（木）

時　間 開始時間　：　午後1：45　（ 1：15から受付開始 ）

期　日 9日（水）、16日（水）、23日（水）、30日（水）

場　所 保健センター 宮園交流館

時　間
受付（午前）　9：30 受付（午後）　1：00

開始（午前）10：00 開始（午後）　1：30

介護予防教室

１月の脳いきいき教室の日程表

毎週水曜日に、理学療法士 川畑先生をお迎え

し、脳いきいき教室を開催しています（無料）。

遊びに来た孫の名前が思い出せなかったあな

た。ぜひ、ご参加ください♪

明けましておめでとうございます。年末年始は御馳走を食べて、飲んで、ゴロゴロ

していませんか？なまった体をしっかり動かしてリフレッシュしましょう♪
＊参加対象：65歳以上の方（要介護認定の方を除く）

期日▶1月11日（金）、2月8日（金）

乳幼児健診のお知らせ

健　診 受付時間（午後） 場所 対象者

乳幼児健診 1：30〜2：00 保健センター
3・6・10ケ月、1歳2ケ月、

1歳6ケ月、3・4・5歳児

※対象者が少ないときは健診を中止する場合があります。その際は対象者の方に個別に日程を通知します。

村
税
等
（
保
険
料
）
の
納
付
は
、
口
座
振
替
が
便
利
で
す こころの健康相談

専門医の受診が難しい方、ぜひ、この機会を利用してみませんか？

熊本県人吉保健所　精神保健相談

臨床心理士が相談を受けます。

◎相談内容の秘密は固く守られます。

◎希望があれば、ご自宅に伺うこともできます。

平成31年1月10日（木）▶ 場所：人吉保健所（球磨地域振興局２階に移転しました）

平成31年1月25日（金）▶ 場所：多良木町多目的研修センター1階中会議室

完全予約制です。事前に保健所担当まで連絡してください。

相談日

相談内容：物忘れ、人間関係の悩みや病気の対応など

平成31年1月17日（木）相談日

五木村　こころの健康相談

相談は、

無料です。

専門の医師が相談を受けます。

 保健福祉課　TEL 37－2214　IP：2214お問い合わせ先

人吉保健所保健予防課　TEL 22 － 5289お問い合わせ先
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ヒートショックにご注意を！
　暖かい部屋からトイレに行くと、思わずブルブルとすることはないでしょうか。この気温差が、ヒー

トショックを引き起こす原因のひとつです。ヒートショックとは、急激な温度差により血圧が大きく変

動することで、失神や心筋梗塞、脳梗塞などを引き起こし、身体へ悪影響を及ぼすことです。つまり、

冬場の暖房の効いた部屋からトイレや浴室などへの移動の際におこりやすいといわれています。

★入浴する際のポイント

①入浴前に脱衣所や浴室を暖める

　温度の急激な変化で血圧が上下に大きく変動することで失神し、浴槽内で

おぼれることがあります。浴室暖房がない場合は、シャワーから給湯したり、

湯が沸いた後に十分にかき混ぜて蒸気を立てておくことも有効です。

②湯温は41℃以下、湯につかる時間は10分までを目安に

　できたら、38℃～40℃程度のぬるめのお湯から入り、熱いお湯を足して徐々に温めるようにしま

しょう。足先から徐々にお湯をかけた後に湯船に入るとより良いといわれています。

　また、長湯をすると、心臓に負担がかかり疲労感が増し、転倒しやすくなるのでご注意ください。

③浴槽から急に立ち上がらない

　浴槽内では、湯で体に水圧がかかっています。その状態から急に立ち上がると、体にかかっていた

水圧がなくなり、脳に行く血液が減ることで、脳は貧血状態になり、一過性の意識障害を起こすこと

があります。浴槽から出るときは、手すり浴槽のへりを使ってゆっくり立ち上がるようにしましょう。

④飲酒後や食後の入浴は控える

　飲酒後や食後には低血圧になりやすく、失神することがあります。飲酒は入浴後にされることを

おすすめします。

⑤入浴する前に家族にひと声かけて、見守ってもらう

　入浴中に体調の悪化等の異変があった場合は、早期に対応する必要があります。同居者がいる場

合は、入浴前にひと声かけて、同居者はこまめに様子をみにいきましょう。

★トイレでの注意点

①寝室はトイレの近くにする

　高齢者など夜間頻繁にトイレに行かれる場合は、寒い廊下を経てトイレに行くだけでも、心臓に

負担がかかります。可能であれば、寝室はトイレに近い部屋に設定しましょう。

②いきみすぎない

　排便の際にいきみすぎると心臓への負担が高くなります。また、排便後は急激に血圧が下がり、

血圧の乱高下が激しくなります。普段からの便秘対策も重要です。

③トイレに暖房器具を置いたり、便座カバーを装着する

　トイレに小さなヒーターなどを置いたり、便座カバーを装着し、室内の空気や便座が冷えすぎな

いように工夫をしましょう。

～ヒートショックを予防するためには～
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村からのお知らせ Itsuki VillageNews

日付 曜日 医療機関 電話番号

1 日 火

人吉医療センター 22-2191

みのだ内科循環器科 28-3111

やまぐちマタニティ 24-2738

2 日 水
外山胃腸病院 22-3221

外山内科 22-2003

3 日 木

外山胃腸病院 22-3221

人吉リハビリテーション病院 24-6111

増田クリニック小児科 22-3570

6 日 日

たかはし小児科内科医院 24-2222

堤病院 22-0200

外山胃腸病院 22-3221

13 日 日
とやまクリニック胃腸科肛門科 28-3375

外山内科 22-2003

14 日 月

豊永耳鼻咽喉科医院 22-2031

ひとよし内科 24-1211

増田クリニック小児科 22-3570

20 日 日
浜田医院 22-3415

人吉皮膚科医院 22-6211

27 日 日

たかはし小児科内科医院 24-2222

人吉中央温泉病院 24-2854

ふかみ耳鼻咽喉科 24-1126

Itsuki VillageNews
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Itsuki VillageNews

02

１月の人吉市の休日当番医
当番医が変更する場合がありますので、必ず電話で確認をして受診してください。

※１月の球磨郡医師会休日当番医については先月の広報を確認してください。

 保健福祉課　TEL 37－2214　IP：2214お問い合わせ先

 保健福祉課　TEL 37－2214　IP：2214お問い合わせ先

２月の球磨郡の休日当番医
当番医が変更する場合がありますので、必ず電話で確認をして受診してください。

日付 曜日 医療機関 電話番号 小児科医療機関 電話番号

３日 日
横山医院 42-2132

やまむら医院 45-0005
小川整形外科医院 38-3455

１０日 日
仁田畑クリニック 42-1123

増田クリニック小児科 22-3570
脳神経外科小林クリニック 38-5670

１１日 月
増田耳鼻咽喉科クリニック 45-8001 堤病院附属九日町診療所

小児科
22-2251

緒方医院 35-0131

１７日 日
東病院 45-5711

公立多良木病院小児科 42-2560
たかの眼科 47-2550

２４日 日
犬童耳鼻咽喉科 43-0777

人吉医療センター小児科 22-2191
岩井クリニック 49-2181

村
税
等
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料
）
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Itsuki VillageNews

平成30年

10月診療分

件数 保険者（五木村）負担額 前月比

入　　院 6 1,142,173 円 −75.38％

外　　来 280 2,785,569 円 ＋6.57％

調　　剤 106 1,016,566 円 ＋1.91％

食事・生活療養費 6 80,432 円 −32.38％

その他療養費 ３ 8,644 円 −12.15％

合　　計 401 5,033,384 円 −39.94％

10 月末国保被保険者数 １人当たり保険者負担額（月額） 前月比

239 人 21,060 円 −38.68％

今月の医療費は先月に比べ大きく減少しています。特に入院費の減少が大きな要因です。現在、入院費の増減が

医療費の増減に直結しているような状態です。入院、手術とならないように早期治療に努めてください。

今年も、もうすぐ終わります。年末年始も健康に過ごしましょう。

国民健康保険医療費の状況
Itsuki VillageNews

04

日 月 火 水 木 金 土

1 2

（血液内科） 

樅田

（総合診療科） 

永田

（外　科） 

下川

（総合診療科） 

田浦

（代謝内分泌内科） 

大礒

（総合診療科） 

平賀

（総合診療科） 

田浦

（血液内科） 

樅田

（総合診療科） 

永田

（外　科） 

下川

（総合診療科） 

田浦

（代謝内分泌内科） 

大礒

（総合診療科） 

永田

（総合診療科） 

平賀

（総合診療科） 

田浦

Itsuki VillageNews

03
診療所担当医師予定表

※都合により担当医師が変更となる場合もあります。２月

人吉医療センター〔予約センター〕月曜日～金曜日・午前 9 時～午後 5 時

【予約時】TEL 22−1900　　【救急時】TEL 22−2191

（TEL 37−2008　IP：2008）

〈診療所を受診される方へ〉

待ち時間を少なくするため、予約受付を行っています。医師は、患者搬送のために

救急車に同乗したり、往診の為不在の場合があります。受診される場合は、必ず予

約してお越しください。

22 232120191817

27 28262524

8 9743 65

1 2

15 161410 131211
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村からのお知らせ
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☑将来の大きな支えになります！

　国民年金は２０歳から６０歳までの方が加入し、保険料を納める制度です。

　国が責任をもって運営するため、安定していますし、年金の給付は生涯にわたって保障されます。

☑老後のためだけのものではありません！

　国民年金には、年をとったときの老齢年金のほか、障害年金や遺族年金もあります。障害年

金は、病気や事故で障害が残ったときに受け取れます。また、遺族年金は加入者が死亡した場合、

その加入者により生計を維持されていた遺族（「子のある配偶者」や「子」）が受け取れます。

☑「学生納付特例制度」

　学生の方は一般的に所得が少ないため、ご本人の所得が一定額以下の場合、国民年金保険料

の納付が猶予される制度です。

　対象となる学生は、学校教育法に規定する大学、大学院、短期大学、高等学校、高等専門学校、

専修学校及び各種学校（修業年限１年以上である課程）、一部の海外大学の日本分校に在学する

方です。

☑「納付猶予制度」

　学生でない５０歳未満の方で、ご本人及び配偶者の所得が一定額以下の場合に国民年金保険

料の納付が猶予される制度です。

　※平成２８年６月以前の期間は、３０歳未満であった期間が対象となります。

　国民年金は、年をとったとき、病気や事故で障害が残ったとき、家族の働き手が亡くなったときに、

働いている世代みんなで支えようという考えで作られた仕組みです。

　国民年金は２０歳以上６０歳未満の方は加入することが義務付けられています。

　２０歳になったら、忘れずに国民年金の加入手続きをしましょう！

　保険料を未納のまま放置すると、年金の給付を受け取ることができない場合

があります。

　また、保険料には学生納付特例制度、納付猶予制度の他、免除制度があります。

　国民年金のご相談・お手続きは、市区町村または年金事務所までお問い合

わせください。

～新成人の皆さんへ～　２０歳になったら国民年金

Itsuki VillageNews

05
八代年金事務所・年金出張相談（１月）

年金相談は予約制となっております。予約なしで来訪されると対応できない場合も

ありますので、必ず予約をしてください。
場　所 期　日 相談時間

人吉市東西コミュニティセンター
 7日（月）・21日（月）

28日（月） 　午前 9 時〜

　　　午後 5 時錦町社会福祉協議会（温泉センター） 16日（水）・30日（水）

多良木町役場  9日（水）・23日（水）

【問い合わせ先・予約先】　 八代年金事務所　お客様相談室　TEL 0965－35－6123

　　　　　　　　　　　　五木村役場　住民税務課　　　　TEL 37－2213

国
民
年
金
の
ポ
イ
ン
ト

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
と

　
　
　
　
　
　

「
納
付
猶
予
制
度
」
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06
窓口での本人確認書類提示にご協力お願いします!

　戸籍・住民票等は多くの個人情報が記載されています。このため、第三者による

虚偽の届出や証明書の不正取得を抑止し、個人情報を保護するため、本人確認が法

律上のルールとなっています。

　本人確認実施にご理解とご協力をお願いいたします。

相続手続きによる金融機関への提出書類や年金手続きでの提出書類など、個人

によって必要な書類が違いますので、窓口に来られる際は「手続きに必要な書類」

が示された文書などを持参いただきますようお願いします。
例）年金機構から届いた書類、金融機関から渡された手続き内容書類　など

 住民税務課　TEL 37－2213お問い合わせ先

手続き内容 １点のみの提示でよいもの（１号確認書類） ２点以上の提示が必要なもの（２号確認書類）

・戸籍を取りたい時

・住民票を取りたい時

・ 引っ越しなど住所の届

出をする時

（転入届・転出届等）

・ 戸籍の届出をする時

（婚姻届・離婚届等）　

・ 個人番号カードの交付

を受ける時

※ 代理人による手続きの

際は必要書類等があり

ますので、事前にお尋

ねください。

・運転免許証

・パスポート

・個人番号カード（マイナンバーカード）

　※「個人番号通知カード」は本人確認

　　には使用できません

・住基カード（顔写真あり）

・在留カード又は特別永住者証明書

・身体障がい者手帳

・療育手帳　

・その他（窓口にお尋ねください）

・国民健康保険証

・健康保険証

・後期高齢者医療証

・介護保険証

・共済組合員証

・年金手帳

・年金証書

・恩給証書

・住基カード（写真なし）

・ 届書もしくは交付請求申請書に押印し

た印鑑の印鑑登録証明書

・写真付き学生証

・法人が発行した写真付身分証明書

・ 国・地方公共団体の機関発行の１号書

類以外の写真付資格者証　

※ 上記書類をお持ちでない方はお問い合

わせください。

  印鑑登録

※ 本人登録が原則です。

代理人による登録の場

合、即日登録はできま

せん。

・上記１号確認書類

　または

・ 五木村に印鑑登録を受けている者によ

り登録申請者が本人に相違ないことを

保証された書面及び印鑑登録書、登録

している印鑑

※ １号確認書類をお持ちでない方は即日

登録ができません。上記２号確認書類

のいずれか１点と印鑑を持って申請に

来ていただき、文書により照会を行い

ます。後日回答書と印鑑を持ってきて

いただき、登録を行います。（２回来

ていただく必要があります）

  印鑑証明書 ・印鑑登録証（本人確認は行いません）

　※ 登録している印鑑のみを持参いただ

いても印鑑証明書の交付はできませ

んので、必ず登録証を持参ください。

※ 代理の場合でも、印鑑登録証を持って

きていただければ発行します。（本人

確認は行いません）申請書を記入して

いただく必要があるため、必要な方の

住所・氏名・生年月日等を事前にご確

認ください。

風
邪
予
防
を
し
ま
し
ょ
う
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村からのお知らせ

平成31年度保育所園児募集!!
Itsuki VillageNews
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お
知
ら
せ

　遊びや行事等を通して、集団生活でのルールを身につけるとともに、異年齢との交流を通して家庭と同じよ

うな温かい雰囲気の中で成長を育み、基本的生活習慣を身につける保育を目指しております。

熊本県内で事業を営む使用者は、この最低賃金より低い賃金で労働者を使用することはできません。

なお、派遣労働者については、派遣先の事業場に適用されている最低賃金が適用されます。

熊本県の最低賃金
必ずチェック最低賃金!使用者も、労働者も。

五木村中央保育所

0歳から就学前まで

平成３１年1月４日～1月３１日

月～土曜日　午前７時30 分～午後 6時

保育所名

募集園児

入所申込期間

保育時間

五木村中央保育所　TEL37－2361　IP：2361　熊本県球磨郡五木村甲3374－52お問い合わせ先

地域別最低賃金 最低賃金額（時間額） 効力発生日 適用範囲

熊本県最低賃金 762円 平成30年10月1日
　熊本県内のすべての労働

者に適用されます。

特定（産業別）最低賃金 最低賃金額（時間額） 効力発生日 適用範囲

電子部品・デバイス・

電子回路、電気機械器

具、情報通信機械器具

製造業

807円 平成30年12月15日

１　次に掲げる者を除きます。

〇 18 歳未満又は 65 歳以上の者

〇雇入れ後 6 月未満の者であって、

　技能習得中のもの（※）

〇清掃又は片付けの業務に主とし

　て従事する者

〇 「電子部品・デバイス・電子回路、

電気機械器具、情報通信機械器具

製造業」については、上記の他に、

手作業により又は手工具若しく

は小型動力機を用いて行う巻線、

組線、かしめ、洗浄、取付け、はん

だ付け、バリ取り、選別、検査、包

装、袋詰め、箱詰め又はこん包の

業務（これらの業務のうち流れ作

業で行う業務を除く。）に主とし

て従事する者

２ 　地域別と特定（産業別）の両方

の最低賃金が同時に適用される

場合には高い方の最低賃金額以

上の賃金を支払わなければなり

ません。

（※）外国人技能実習生は、この「技能習得

中のもの」には該当しないため、特定（産

業別）最低賃金が適用されます。

自動車・同附属品製造

業、船舶製造業・修理

業、舶用機関製造業
858円 平成30年12月15日

百貨店、総合スーパー 765円 平成30年12月15日

村
税
等
（
保
険
料
）
の
納
付
は
、
口
座
振
替
が
便
利
で
す
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る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

〇
日
時
：
２
月
15

日
㈮

　

午
後
１
時
～
４
時

〇
場
所
：
ホ
テ
ル
日
航
熊
本

〇
費
用
：
無
料

〇 

申
し
込
み
：
県
立
大
学
窓
口
な

ど
（
県
立
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
申
し
込
み
用
紙
を
掲
載
）

詳
し
く
は
、
県
立
大
学
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
立
大
学
企
画
調
整
室

　

☎
０
９
６-

３
８
３-

２
９
２
９

　

国
の
教
育
ロ
ー
ン
は
、
高
校
や

大
学
な
ど
へ
の
入
学
や
在
学
中
に

必
要
な
資
金
を
支
援
す
る
公
的
融

資
制
度
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
又
は
、
支
店
の
窓
口

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
融
資
限
度
額

　

 

学

生

・

生

徒

1

人
に
つ
き

３
５
０
万
円
以
内

○
返
済
期
間
：
15

年
以
内

○
金
利
：
年
１
・
78

％

○
使
い
み
ち

　

学
校
納
付
金
、
受
験
に
か
か
っ

た
費
用
、
住
居
費
な
ど

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
５
７
０-

０
０
８-

６
５
６

　

日
本
政
策
金
融
公
庫
八
代
支
店

　

☎
０
９
６
５-

３
２-

５
１
９
５

　

熊
本
県
司
法
書
士
会
で
は
、
毎

年
2

月
を
相
続
登
記
は
お
済
で
す

か
月
間
と
し
ま
し
て
県
下
一
斉
の

無
料
相
談
所
を
開
設
い
た
し
ま
す
。

「
司
法
書
士
」
は
あ
な
た
の
相
続

に
関
し
て
様
々
な
問
題
に
対
処
い

た
し
ま
す
。
私
た
ち
専
門
家
が
無

料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〇
と
き

　

平
成
31

年
2

月
9

日
㈯

　

午
前
10

時
か
ら
午
後
3

時
ま
で

〇
と
こ
ろ

　

熊
本
県
人
吉
市

　
　
　
　
　

西
間
下
町
41

番
地
１

　

人
吉
社
会
福
祉
協
議
会

　

（
人
吉
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

　

2

階　

第
一
会
議
室

〇
相
談
内
容

　

相
続
に
関
す
る
事
項
全
般

（
例
）・
登
記
に
関
す
る
こ
と

　
　

・
遺
言
に
関
す
る
こ
と

　
　

・
相
続
人
に
関
す
る
こ
と

　
　

・
遺
産
に
関
す
る
こ
と

　
　

・ 

法
定
相
続
情
報
証
明
制
度

に
関
す
る
こ
と
な
ど

〇
主
催
：
熊
本
県
司
法
書
士

〇
後
援
：
熊
本
地
方
法
務
局

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
司
法
書
士
会

　

人
吉
支
部

　

☎
２
４-

３
２
５
３

　

県
で
は
保
育
士
を
目
指
す
学
生

の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

学
費
や
生
活
費
な
ど
を
お
貸
し
す

る
制
度
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

◎
対
象
：
保
育
士
資
格
を
取
得
で

　

 

き
る
大
学
や
専
門
学
校
な
ど
で

保
育
士
を
目
指
す
学
生

◎
期
間
：
２
年
間

◎
金
額
：
月
額
５
万
円
以
内

※
卒
業
後
、
県
内
の
保
育
所
な
ど

　

 

で
５
年
間
継
続
勤
務
し
た
場
合

は
、
返
済
免
除

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
６-

３
２
２-

８
０
７
７

　

公
益
財
団
法
人
・
国
際
青
少
年

研
修
協
会
で
は
10

コ
ー
ス
の
参
加

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

海
外
生
活
を
通
し
て
交
流
を
体

験
し
、
国
際
感
覚
を
養
う
こ
と
を

目
的
に
実
施
し
ま
す
。

　

お
ひ
と
り
で
ご
参
加
に
な
る
方

や
初
め
て
海
外
へ
行
か
れ
る
方
が

7

割
以
上
ご
参
加
さ
れ
ま
す
。
事

前
研
修
会
で
は
仲
間
つ
く
り
か
ら

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
の
で
、
安
心
し

て
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

〔
研
修
国
〕
イ
ギ
リ
ス
・
オ
ー
ス
ト

　

 

ラ
リ
ア
・
カ
ナ
ダ
・
サ
イ
パ
ン
・

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
フ
ィ
リ

ピ
ン
・
カ
ン
ボ
ジ
ア

〔
内
容
〕
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
英
語
研

　

 

修
・
文
化
交
流
・
地
域
見
学
・
野

外
活
動
等

※
コ
ー
ス
に
よ
り
体
験
内
容
を
お

　

選
び
い
た
だ
き
ま
す

〔
説
明
会
〕
全
国
10

都
市
に
て
開
催

　

（
予
約
不
要
・
入
場
無
料
）

〔
日
程
〕
3

月
24

日
㈰
～
4

月
5

日
㈮

　

の
内
6

日
～
11

日

※
コ
ー
ス
に
よ
り
異
な
る

　

県
で
は
、
戸
建
て
木
造
住
宅
の

耐
震
化
を
進
め
る
た
め
の
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
自
宅
の
耐

震
化
に
つ
い
て
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
。

〇
日
時
：
１
月
27

日
㈰

　

午
後
１
時
30

分
～
午
後
４
時
30

分

〇
会
場

　

や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

　

（
八
代
市
新
町
５–

20

）

〇
費
用
：
無
料

〇 

申
し
込
み
：
市
町
村
建
築
所
管

課
窓
口
な
ど
（
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
申
込
用
紙
を
掲
載
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
建
築
課

　

☎
０
９
６-

３
３
３-

２
５
３
５

　

県
立
大
学
で
は
、
熊
本
に
い
な
が

ら
日
本
を
取
り
巻
く
国
際
情
勢
に

つ
い
て
最
先
端
の
情
報
が
得
ら
れ

小
学
３
年
生
～
高
校
生
の

た
め
の
春
休
み
海
外
研
修

交
流
事
業  

参
加
者
募
集

 
お
知
ら
せ

国
の
教
育
ロ
ー
ン
の

ご
案
内

県
立
大
学
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
日
本
と
東
ア
ジ
ア
の
経
済
協
力
」

木
造
住
宅
の

　
　
　

  
耐
震
対
策
講
演
会

～
熊
本
地
震
か
ら

　
　
　

  

学
ぶ
耐
震
対
策
～

 

募
集

「
相
続
登
記
は
お
済
で
す

か
月
間
」
無
料
相
談
会
の

お
知
ら
せ

保
育
士
を
目
指
す
学
生
へ
の

貸
付
制
度
を
紹
介
し
ま
す

風
邪
予
防
を
し
ま
し
ょ
う
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INFORMATION

〔
対
象
〕
小
3

～
高
3

の
方
ま
で

※
コ
ー
ス
に
よ
り
対
象
学
年
が

　

異
な
る

〔
定
員
〕
10

～
20

名

〔
参
加
費
〕
25
・
8

～
49
・
8

万
円

〔
締
切
〕
2

月
1

日
㈮
締
切
日
ま
で

　

は
す
べ
て
受
付
し
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求

　

公
益
財
団
法
人

　

国
際
青
少
年
研
修
協
会

　

〈
住
所
〉
〒
１
４
１-

０
０
３
１

　

東
京
都
品
川
区
西
五
反
田
７-

　

１
５-

４
第
三
花
田
ビ
ル
４
Ｆ

　

☎
０
３-

６
４
１
７-

９
７
２
１

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３-

６
４
１
７-

９
７
２
４

　

E
-M

A
IL

　

in
fo

@
k
s
k
k
.o

r.jp

　

U
R
L

　

h
ttp

://w
w

w
.k

sk
k
.o

r.jp

○
募
集
科
名
・
訓
練
期
間
・
募
集
人
員

　

電
気
配
管
シ
ス
テ
ム
科
・

　

2

年
・
若
干
名

　

総
合
建
築
科
・
2

年
・
若
干
名

○
応
募
資
格

　

 

公
共
職
業
安
定
所
で
求
職
中
ま

た
は
求
職
予
定
の
方

　

 

電
気
配
管
シ
ス
テ
ム
科
は
高
等

学
校
卒
業
以
上
の
方

　

 

総
合
建
設
科
は
中
学
校
卒
業
以

上
の
方

○
願
書
受
付

　

平
成
31

年
1

月
4

日
㈮
～

　
　
　
　
　
　

1

月
25

日
㈮
ま
で

○
試
験
日

　

平
成
31

年
2

月
8

日
㈮

○
合
格
発
表

　

平
成
31

年
2

月
22

日
㈮

○
入
校
日

　

平
成
31

年
4

月
9

日
㈫

○
そ
の
他
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入
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募
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日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat

1元日 2 3 4 5
・仕事始め

・成人式

消防出初め式

6 7 8 9 10 11 12
北分館どんどや 小中学校始業式 し尿汲み取り

13 14成人の日 15 16 17 18 19
新春駅伝大会 行政相談

20 21 22 23 24 25 26
し尿汲み取り

27 28 29 30 31 2/1 2/2
区長会

主な行事等の詳細は五木村ホームページまで！

http://www.vill.itsuki.lg.jp
１月 の行事予定

自然が奏でる子守唄の里 五木村

村
税
等
（
保
険
料
）
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座
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が
便
利
で
す
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戸
籍
の
窓
口

転入 転出 出生 死亡

男 0 1 2 1

女 0 0 0 0

計 0 1 2 1
（増減 0）

人　口 1,108人

世帯数 503世帯

11月 16 日～ 12 月 15 日　届出分

全国民生委員児童委員功労者表彰

（石田義幸民生委員）

　五木村民生委員児童委員協議会長の石田義幸さんが、長年

にわたり民生委員として、地域の福祉向上に尽力された功績が

認められ、全国民生委員児童委員連合会より、功労者表彰を授

与されました。

【おくやみ】

11月15日

坂口 福市さん （83歳）梶原

12月4日

西村 　香さん （97歳）梶原

12月12日

羽禰田 　稔さん （88歳）平野

12月14日

吉松 　保さん （91歳）内谷日添


